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生態系サービスの持続的利用を目指した
農林水産業由来カーボンクレジットの高付加価値化
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農林水産業由来カーボンクレジットの取組状況

論題１



農林中央金庫のカーボンクレジットビジネス

供給サイド 需要サイド

PJソーシング・コンサル機能

需要家ニーズを起点とした

マーケットインのクレジット媒介

✓

農 林 水

• バイオ炭
• 畜産GHG 削減
• 施設GHG削減
• 水田中干し

• 森林管理
• バイオマス燃料
• 植林

• アマモ場再生
• マングローブ
再生

• 海藻養殖

農林水産業由来の
GHG削減・吸収PJ

✓ 農林中央金庫では、第一次産業の基盤を活かし国内農林水産業由来のカーボンクレジット媒介を行っております。

✓ カーボンクレジットを創出するプロジェクトソーシングから企業様や市場への仲介・流通までの機能を一気通貫で発揮し、農林水産業者
のサステナビリティ向上と投融資先様のトランジションを適切に支援することがカーボンクレジット媒介において当金庫が目指す姿です。

✓ 単純なクレジット売買にとどまらず、農林水産業由来の特性を活かしたストーリー性のある商品設計・提供を目指します。
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✓

生産現場でのGHG削減への取組み

クレジット創出による生産者所得向上

✓

✓ 農林水産業由来のクレジットを

通じた自然資本との対話

✓

✓

媒介

クレジットによるGHG排出削減



農林中央金庫の国内農林水産業由来クレジットの特徴

全国レベルでのネットワーク

クレジット組成前からのプロジェクト参画

農林水産業すべてをカバー

⚫ 605の森林組合、537の農協、855の漁協（２０２３年４月１日時点）との全国レベルでのネットワークを保有。

⇒全国におけるエリア選定ニーズに応えます。

⚫ すでに出来上がったクレジットをただ買うのではなく、組成の前段階からプロジェクトへの関与が可能。

⇒組成主とともにプロジェクトを作り上げていくことで、PR効果の最大化を目指します。

⚫ 各地域における第一次産業（農・森・水）の特性を踏まえたストーリー作りをワンストップで構築。

⇒エリアに応じたプロジェクトの提供を目指します。

✓ 農・林・水産業の系統組織を基盤に持つ特性を活かし、他社にはないカーボンクレジットのサービスを
国内唯一の存在として提供いたします。

4



【ご参考】プレスリリース（媒介業務開始・第一号案件媒介実施）
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2023年11月27日付 農林中央金庫プレスリリース



【ご参考】プレスリリース（BSIジャパンとの提携）
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2024年３月7日付
農林中央金庫プレスリリース

2024年３月6日
日本経済新聞



【ご参考】プレスリリース（八千代エンジニアリングとの提携）
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カーボンクレジットを通じた
生態系サービスの見える化について

論題２



カーボンクレジットを通じた生態系サービスの見える化について
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✓ 当金庫のカーボンクレジット媒介では、組成前から関係者を巻き込み“ストーリー性”を付加していきたいと考えています。

✓ 自然由来クレジットについては、まさに“生態系サービス” に結びつくものあり、単純なカーボンクレジットの購入によるオフセットと比べ
バリュー（対外訴求力）を高めることができます。

カーボンクレジットを通じた生態系サービスへの貢献イメージ（例）

森林クレジット

への投資

✓

工場での水利用✓

サステナブルな

水源確保

✓

再造林による

涵養機能向上

✓

GHG削減のみならず、
“生態系サービス”へのアクセスができるこ
とが農林水産業由来のクレジットの特徴

単純なオフセットではなく、自社企業活動と
もリンクした取組み（バリューチェーンの強
靭化）

→価値をどのように“見える化”するか？

ブルークレジット✓

農業クレジット✓



カーボンクレジットを通じた生態系サービスの見える化について
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✓ クレジットにストーリー性を持たせるためには、自社事業に密接する地域を特定し、その地域の課題解決にも貢献することが重要です
（TNFDにおけるLEAPアプローチを同様の考え方）。

✓ 自然由来のカーボンクレジットには生態系サービスも含めて様々な課題解決に結びつきます。しかし、現在のJ-クレジットはGHG削減効
果のみを価値化しており、自然由来のクレジットの本来的な付加価値が活かされていません。

✓ 課題の特定（地域・企業活動）

地域の第一次産業における課題は？

✓ 企業活動の確認

企業の生産活動をサステナブルにするための課題は？

GHG排出状況 自然資本使用状況

✓ 協働先の選定

✓ 課題解決へ・・・

✓ 重要地域の特定

生産拠点（工場） 原料調達元（産地）

課題解決・PR効果踏まえ、より効果的な協働先は？

✓ 課題解決への取組み

カーボンクレジットを通じた自然資本への資金循環

GHGのみならず、自然資本にも

配慮したサステナブルな企業活動
✓

企業活動と密接に関係する
地域課題への貢献

✓

企業は第一次産業由来のカーボンクレ
ジット購入を通じ、以下ポイントを対外訴求

＝ストーリー性を持たせる

農林中央金庫は、
このような取組みを構想段階からサポート

現状ではあくまでもCSRという面が強い

カーボンクレジットの組成に
資する取組みは、TNFDの開
示指標と直結

✓
持続可能な森林管理を実
施した面積→森林認証な
どの副次的な効果も

✓
企業が持続可能な農業へ
の投資や支援した面積

→バイオ炭・中干延長等

✓
Nature Based 
Solutionsとしての海藻養
殖へ支援または投資→ブ
ルーカーボンのクレジットに
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カーボンクレジットの付加価値を高めるために
今後必要なことは何か

論題３



カーボンクレジットの付加価値を高めるために今後必要なことは何か
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生物多様性
生態系サービス

の価値化

法規制
市場整備

価値観の変化

｜企業への動機付け
☑インセンティブ：株価への反映（企業価値向上）
☑ペナルティ：環境税の導入
→欧州動向を踏まえれば、ペナルティ（法整備）？

｜カーボンクレジットの“品質”の価値化
☑価値定量化+動機付けにより、買手がクレジットの中身を見るように
→ “回避系”と“削減系”の質の違いを企業が客観的に見極める
→クレジット組成サイドに、より高品質なクレジットを求める

｜生物多様性・生態系サービスの定量化

☑生物多様性・生態系サービスのインパクトを定量化
→共通の評価軸の導入
→SBT for Natureの普及

✓ カーボンクレジットの付加価値を高めるためには、「生態系サービスの価値化」「法規制・市場整備」による「企業の価値観の変化」を
進めていき、企業が正しく生態系サービス等を客観的に評価することで、カーボンクレジットを通じて積極的に自然資本への資金循環
を拡大させていくことが必要であると考えています。

クレジットはどれを購入しても効果が一緒だ
から、安い省エネ・再エネのクレジットを買お
う・・・

生態系サービスの重要性はなんとなくわか
るけど、測定方法がわからず定量的に判断
できない・・・

ストーリー性が付加されたクレジットを購入
するメリットは対外訴求力だけみたいだし、
ペナルティもないなら敢えて買わなくて
も・・・

可視化できない生態系サービスに資金が循
環しない

客観的な価値を持つ生態系サービスに対し、企業が率先してクレジット経由で資金循環を行う
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